































































Survey on employment situation of long-term care insurance facility staff






















　年齢構成をみると最年少が 20 歳、最高齢は 68
歳である。平均年齢は、全体で 41.0 歳であり各群












































　⑤アンケート配布後、1 ～ 2 週間の期間を設け受
　　け取りに行く（留置法）。
５）データ分析方法：




表１ 基本属性  














22 (84.6) n.s. 
配偶関係 既婚 58（58.0） 19（73.1） n.s. 














雇用形態 正規職員 69（69.0） 19（74.4） n.s. 
勤務年数 mean±SD 6.5±9.1 9.5±6.7 7.5±5.6 n.s. 
実労働時間 mean±SD 160.2±22.3 159.39±25.1 164.98±14.9 n.s. 














緒的消耗感尺度が 5 ～ 25 点、脱人格化尺度・個人






















表１ 基本属性  














22 (84.6) n.s. 
配偶関係 既婚 58（58.0） 19（73.1） n.s. 














雇用形態 正規職員 69（69.0） 19（74.4） n.s. 
勤務年数 mean±SD 6.5±9.1 9.5±6.7 7.5±5.6 n.s. 
実労働時間 mean±SD 160.2±22.3 159.39±25.1 164.98±14.9 n.s. 
注 1)n.s.＝not significant 
2)検定は、連続変量はｔ検定、離散変量はχ２検定によって実施した。 
    表２ 今後の就労 意向及び仕事への不満 
注 1)n.s.＝not significant 
2)検定はχ２検定 


































































正常者の平均は 35 ± 8 点とされ、40 点以上でう
つ傾向と判断される。調査の結果、SDS の平均点






















満足群で 76 人（76.0%）、非満足群で 20 人（76.9％）
となり、差はほとんど認められなかった。生活習慣
表 3 バーンアウト尺度得点  
 平均得点±SD 最小 最大 
情緒的消耗得点 14.4±4.1 5 23 
脱人格化 11.6±4.2 6 24 
個人的達成感の低下 15.0±4.0 6 30 
全体 41.0±8.0 17 57 
 
表 4 満足度とバーンアウト尺度得点  





情緒的消耗感 14.12±4.1 15.6±94.3 n.s. 
脱人格化 11.0±3.6 13.7±5.3 0.019 
個人的達成感 15.7±4.6 12.6±4.3 0.003 
注 1)n.s.＝not significant 
2)検定は t 検定 
表 5 健康状態および健康生活習慣 




主観的健康感 健康 76（76.0） 20（76.9） n.s. 
抑うつ傾向 naem ±SD 42.39±7.1 45.92±6.9 0.025 
運動 週 1 回以上 43（43.0） 9（34.6） n.s. 
飲酒 飲まない 34（34.0） 11（42.3） n.s. 
喫煙 吸わない 66（66.0） 20（76.9） n.s. 
睡眠 ６時間以上 82（82.0） 21（80.8） n.s. 
栄養のバランス 考える 21（21.0） 10（38.5） n.s. 
朝食の摂取 毎日 68（68.0） 17（65.4） n.s. 
労働 ８時間以下 93（93.0） 21（80.8） n.s. 
1 日のインターネット使用時間 ２時間未満 67（67.0） 20（76.9） n.s. 
注 1)n.s.＝not significant 
2)検定は、連続変量はｔ検定、離散変量はχ２検定によって実施した。 
 
表 6 職場内のソーシャルサポート 




上司サポート mean±SD 49.39±12.5 36.12±15.1 0.009 
同僚サポート mean±SD 51.41±9.6 45.50±11.9 0.000 
注 1)n.s.＝not significant 
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